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2021 年度中学入試分析 

国語 

全体を通して 

大問構成は一回・二回入試ともに同じように出題しました。2020 年度までとは異なり、二・三を入れ

替えて二で説明文、三で小説文を出題しました。2022 年度も 2021 年度同様の傾向で出題しますので、

2021 年度の過去問題で傾向を知り、対策を立ててください。 

漢字の問題では、成分や成り立ちを意識した問題も出題されています。漢字の部首や音記号などをふ

だんから注意深く見ておくようにすると、漢字が覚えやすくなり、覚えた漢字の数も増えていくでしょ

う。 

また、小説・説明文合わせて２００字程度の字数の記述問題が出題されています。今年度も特に小説

文の「本文の記述をもとに書かれていない内容を考える」問題や、説明文の「本文に書かれている内容

を別の事象に当てはめて考える」問題が難しかったようです。本文に書かれている言葉を単につなぎ合

わせるだけでは適切な答案は書けません。本文の内容を自分の言葉で捉えなおして、筆者は何を言おう

としているのかと考えてみる練習が、ふだんから必要となるでしょう。また、筆者の主張を読みとくだ

けではなく、その主張についてどのように考えるのか、自分なりの問題意識を持ちましょう。 

 

差のついた問題について 

 合格者と不合格者の差がついている問題としては、①漢字、②説明文中の適切な場所に脱文を補充す

る問題、③小説文中の表現方法についての問題、④小説文中の人物の心情を読み解く問題があげられま

す。 

① 漢字では、書き取り問題４題（一回一の問一）のうちの２題がそれぞれ 20％程度の差がついていま

す。この傾向はここ数年続いています。また、漢字の成分から漢字を考える問題（一の問二）も 20％弱

の差がついています。特に問二のＤでは、まずどの漢字についての話がされているのかを考えた上で、

その漢字を使った熟語を自分で考えなくてはなりません。たくさんの漢字に触れ、漢字の成分を考えて

自分で使えるようにしましょう。 

② 説明文中の脱文を補充する問題（一回二の問三）で 20％の差がついています。脱文として指定され

た文中のキーワードや内容を踏まえて、どこに挿入すべきかを検討するために、前後の文脈を理解する

必要があります。毎年出題している形式ですので、過去問を見て慣れておきましょう。 

③ 小説文中の表現方法についての問題（一回三の問八）で 20％程度の差がついています。小説文では

比ゆ表現や擬音語などが使われることが多くみられます。自分の頭でイメージを膨らませて考える必要

があります。字面を追うだけでなく、一つ一つの表現の意味を考える習慣をつけましょう。 

④ 小説の人物の心情を読み解く問題（二回三の問二）も難しかったようで、25％の差がついています。
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特に今回は、答えの根拠となる記述が傍線部から離れた場所にあったので、本文全体のストーリーを理

解していないと解けない問題になっていました。本文をすべて読んで内容を理解したうえで、一つ一つ

の問題に取り組むようにしましょう。 

 

①漢字の成分から考える問題（一回一の問二のＤ） 

 

 

解答 起床 など  
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②説明文中の脱文を補充する問題（一回二の問三） 

    

 

答え ア   
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③小説文中の表現方法についての問題（一回三の問八） 

 

          エ      ウ   イ  ア 

  

 

答え A ウ B イ C ア D エ                
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小説の人物の心情を読み解く問題（二回三の問二） 

 

                                            

 

 

答え かつての戦友達の姿を目の当たりにして、今すぐにでも名乗り出ていきたい気持ち。（38 字） 

 

 


